
木更津駐屯地における米海兵隊ＭＶ－２２オスプレイと陸自ＣＨ－４７ＪＡの 
騒音比較の結果について 

 平成２８年１０月２４日（月）、防衛省は、木更津駐屯地において、米海兵隊ＭＶ－
２２オスプレイ及び陸上自衛隊ＣＨ－４７ＪＡをそれぞれ飛行させ騒音を測定 

 各騒音の測定値を比較した結果、次の点を確認（細部は別紙のとおり） 

【場周経路の飛行】 

  いずれの測定地点においても、ＭＶ－２２オスプレイと、ＣＨ－４７ＪＡは、同程度 

【駐屯地内でのホバリング】  

  地域住民の生活区域に近い駐屯地外の測定地点（木更津下水処理場及び航
空自衛隊木更津分屯基地）においては、ＭＶ－２２オスプレイとＣＨ－４７ＪＡのい
ずれも周囲の生活音に包含されており、区別ができない程度であること 

  一方で、ホバリングを実施している場所に近い駐屯地内の測定地点においては、
ＭＶ－２２オスプレイが、ＣＨ－４７ＪＡを上回っていること 

  防衛省としては、日米オスプレイの共通整備基盤について、引き続き、木更津市
等に丁寧に説明を行いつつ、米国政府等との所要の調整を進めていく考え 

２８．１１．８ 
防衛装備庁 

※今回の騒音比較では、木更津駐屯地、木更津下水処理場及び航空自衛隊木更津分屯基地の３ヶ所で測定を実施。 



（国土地理院ＨＰを加工） 

滑走路 
(1.8km) 

木更津駐屯地 

① 

② 

・ オスプレイが飛行す
ることとなる場周経路 
・ 高度900ft（約270m） 

・ 現在ＣＨ－４７ＪＡが飛
行している場周経路 
・ 高度800ft（約240m） 

③ 

場周経路を飛行した際の騒音比較の結果（騒音の最大値） 

【測定地点①】 木更津駐屯地内滑走路近く 

【測定地点②】 木更津下水処理場（木更津駐屯地から直線約２．４㎞の地点） 

【測定地点③】 航空自衛隊木更津分屯基地（木更津駐屯地から直線約２㎞の地点） 

測定（１回目） 測定（２回目） 測定（３回目） 

ＭＶ－２２  ※１ ７５ｄＢ ７５ｄＢ ７５ｄＢ 

ＣＨ－４７ＪＡ※２ ７５ｄＢ ７７ｄＢ ７７ｄＢ 

測定（１回目） 測定（２回目） 測定（３回目） 

ＭＶ－２２  ※１ ６３ｄＢ ６５ｄＢ ６９ｄＢ 

ＣＨ－４７ＪＡ※２ ７８ｄＢ ７８ｄＢ ７１ｄＢ 

測定（１回目） 測定（２回目） 測定（３回目） 

ＭＶ－２２  ※１ ６２ｄＢ ６２ｄＢ ６６ｄＢ 

ＣＨ－４７ＪＡ※２ ６４ｄＢ ６３ｄＢ ６１ｄＢ 

※１ 整備開始後、オスプレイが利用することとなる場周経路を飛行した際の騒音の最大値 
※２ 現在、ＣＨ－４７ＪＡが利用している場周経路を飛行した際の騒音の最大値 
※３ 測定値は、気象条件や地形、地上の状況等、騒音測定時の条件の違いによって変化 

場周経路飛行時の騒音比較 

別紙１ 

（参考）ＣＨ－４７ＪＡが、オスプレイが利用することとなる場周経路を飛行した際の騒音
の最大値：  測定（１回目） ７３ｄＢ、測定（２回目） ７３ｄＢ、測定（３回目） ７２ｄＢ 

（参考）ＣＨ－４７ＪＡが、オスプレイが利用することとなる場周経路を飛行した際の騒音
の最大値： 測定（１回目） ７１ｄＢ、測定（２回目） ７０ｄＢ、測定（３回目） ６７ｄＢ 

（参考）ＣＨ－４７ＪＡが、オスプレイが利用することとなる場周経路を飛行した際の騒音
の最大値： 測定（１回目） ６５ｄＢ、測定（２回目） ６４ｄＢ、測定（３回目） ６３ｄＢ 



（国土地理院ＨＰを加工） 

滑走路 
(1.8km) 

木更津駐屯地 

① 

② 

③ 

駐屯地内でホバリングを行った際の騒音比較の結果（騒音の最大値） 

【測定地点①】 木更津駐屯地内滑走路近く 

測定 
（１回目） 

測定 
（２回目） 

測定 
（３回目） 

地上高 
３０ｆｔ 

（約９ｍ） 

ＭＶ－２２   ８８ｄＢ ８５ｄＢ ８９ｄＢ 

ＣＨ－４７ＪＡ ７７ｄＢ ７２ｄＢ ７３ｄＢ 

地上高 
１５０ｆｔ 

（約４５ｍ） 

ＭＶ－２２   ８６ｄＢ ９１ｄＢ ９３ｄＢ 

ＣＨ－４７ＪＡ ８１ｄＢ ８４ｄＢ ８４ｄＢ 

   測定地点②の周辺の騒音レベルは、４５～５５ｄＢ程度 

   ＭＶ－２２及びＣＨ－４７ＪＡのホバリング時の騒音は、上記の範囲
に包含される 

● オスプレイの整備でのホバリング
チェックにおいて見込まれる高さの 

・下限（地上高３０ft（約９m）） 

・上限（地上高１５０ft（約４５m）） 

にて、ホバリングを実施 

ホバリングを実施した際の騒音比較 

別紙２ 

【測定地点②】 木更津下水処理場（木更津駐屯地から直線約２．４㎞の地点） 

  測定地点③の周辺の騒音レベルは、４０～５０ｄＢ程度 

   ＭＶ－２２及びＣＨ－４７ＪＡのホバリング時の騒音は、上記の範囲
に包含される 

【測定地点③】 航空自衛隊木更津分屯基地（木更津駐屯地から直線約２㎞の地点） 

※ 測定値は、気象条件や地形、地上の状況等、騒音測定時の条件の違いによって変化 



オスプレイが利用するこ
ととなる場周経路 
高度900ft （約270m） 

ＣＨ－４７ＪＡが利用 
している場周経路 
高度800ｆｔ（約240m） 

滑走路 

木更津駐屯地 

（国土地理院ＨＰを加工） 

① 

③ 

② 

騒音測定の方法 

１．場周経路飛行時 ２．ホバリング時 

  場周経路飛行時の騒音による周辺の影響を確認するため、
固定翼の場周経路をオスプレイとＣＨ－４７ＪＡが飛行 

  その際、場周経路に比較的近い３カ所において騒音を測
定 

  滑走路上をホバリングする際の騒音を確認するため、オス
プレイとＣＨ－４７ＪＡが同じ条件でホバリングを実施 

  その際、左記の測定ポイントにおいて騒音の測定を実施 

オスプレイ整備でのホバリングチェック
において見込まれる高さの上限 

オスプレイ整備でのホバリング
チェックにおいて見込まれる高さの
下限 

① 地上高１５０ｆｔ （約４５m） 

② 地上高３０ｆｔ （約９ｍ） 

木更津駐屯地 滑走路 

木更津駐屯地における米海兵隊ＭＶ－２２オスプレイと陸自ＣＨ－４７ＪＡの騒音比較について 

  騒音の測定地点 

測定地点①：木更津駐屯地 

測定地点②：木更津下水処理場 
 （木更津駐屯地から直線約２．４㎞の地点） 

測定地点③：航空自衛隊木更津分屯基地 
 （木更津駐屯地から直線約２㎞の地点） 

参考１ 



木更津駐屯地における米海兵隊ＭＶ－２２オスプレイと陸自ＣＨ－４７ＪＡの騒音比較について 

気象条件・実際の飛行状況 

0800 
▼ 

0900 
▼ 

0830 
▼ 

0930 
▼ 

1000 
▼ 

1030 
▼ 

1100 
▼ 

1130 
▼ 

1200 
▼ 

【ホバリング】 

地上高： 

・   30ｆｔ（約9ｍ） 

・ 150ｆｔ（約45ｍ） 

【オスプレイが飛行するこ
ととなる場周経路を飛行】 

地上高：900ｆｔ（約270ｍ） 

【ホバリング】 

地上高： 

・   30ｆｔ（約9ｍ） 

・ 150ｆｔ（約45ｍ） 

【オスプレイが飛行するこ
ととなる場周経路を飛行】 

地上高：900ｆｔ（約270ｍ） 

【ＣＨ－４７ＪＡが飛行し
ている場周経路を飛行】 

地上高：800ｆｔ（約240ｍ） 

風向：北北東～東 
風速：１．４～２．３ｍ/ｓ 

風向：東北東～東 
風速：２．９～４．０ｍ/ｓ 

風向：北東～東北東 
風速：３．６～４．６ｍ/ｓ 

風向：北東～東北東 
風速：３．７～５．６ｍ/ｓ 

飛
行
状
況 

降水量：０ｍｍ 

①木更津駐屯地、②木更津下水場及び③航空自衛隊木更津分屯基地にて騒音測定を実施 

気象条件 
（気象庁
データより） 

参考２ 



● 騒音の目安 
参考３ 


